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五　

月

　

第
一
回
理
事
・
評
議
員
会

六　

月

　

各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七　

月

　

会
報
101
号
発
刊

八　

月

　

関
ブ
ロ
山
梨
大
会
（
６
日
）

　

 

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究

大
会　

柏
崎
・
刈
羽
大
会

 

（
19
日
）

十　

月

　

 

中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究

大
会　

魚
沼
大
会 

（
５
日
）

　

全
特
連
全
国
大
会
鳥
取（
大
会
）

 

（
28
・
29
日
）

十
一
月

　

 

下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究

大
会　

新
潟
大
会 

（
26
日
）

二　

月

　

第
二
回
理
事
会

　

会
報
102
号
発
刊

　

各
研
究
部
の
研
修
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
修
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す

る
。 平

成
二
十
二
年
度

主
な
行
事
予
定

　

本
研
究
会
は
、
新
潟
県
障
害
児
教
育

研
究
会
の
名
称
で
昭
和
二
十
八
年
に
設

立
さ
れ
、
平
成
十
七
年
に
今
の
名
称
に

改
称
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
県
内
各
地
に
お
い
て
研
究
大

会
を
開
催
し
た
り
、
関
ブ
ロ
新
潟
大
会

や
全
国
大
会
新
潟
大
会
等
も
複
数
回
開

催
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
二
月

発
行
の
会
報
が
記
念
す
べ
き
百
号
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
も

「
特
殊
教
育
の
手
引
き
」
等
も
発
刊
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
先
達
に
よ
る
輝
か
し
い

業
績
を
残
し
て
き
た
本
研
究
会
で
す
が
、

一
方
で
時
代
の
流
れ
に
伴
う
課
題
等
も

浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
特
別
支
援
学
級
設
置
校
及
び
特
別

支
援
学
級
数
の
増
加
や
市
町
村
合
併
等

に
よ
り
、
規
約
の
見
直
し
や
研
究
大
会

の
地
域
割
、
役
員
選
出
等
の
あ
り
方
の

吟
味
、
本
研
究
会
が
加
盟
す
る
「
全
日

　
　
　
　
　

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

会　

長　
　

毛　

利　

隆　

二

本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
」
以
外
の

全
国
組
織
（
特
別
支
援
学
級
設
置
校
校

長
会
等
）
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
案
内

へ
の
対
応
の
あ
り
方
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
を
行

い
、
改
善
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
障
害
者
権
利
条
約
の
批

准
に
向
け
、
内
閣
府
に
「
障
が
い
者
制

度
改
革
推
進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
最
近
知
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
会
議

の
議
論
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

障
害
者
と
健
常
者
を
分
け
な
い
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実
現
を
求
め
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
会
議
は
教
育
関
係
者

抜
き
に
も
の
す
ご
い
速
さ
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
会
議
の
根

底
に
は
、
特
別
支
援
教
育
が
障
害
の
あ

る
子
ど
も
が
学
ぶ
権
利
や
学
ぶ
場
所
を

奪
い
、
特
別
な
学
校
、
学
級
で
差
別
し

て
い
る
と
の
主
張
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
一
人
一

人
が
障
害
や
発
達
の
状
況
に
応
じ
た
教

育
が
受
け
ら
れ
る
と
し
た
特
別
支
援
教

育
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
報
告

が
出
さ
れ
る
の
で
は
と
案
じ
ま
す
。

　

文
科
省
で
も
議
論
に
懸
念
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
報
告
に
よ
っ
て
は

教
育
現
場
を
混
乱
さ
せ
か
ね
な
い
も
の

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
会
規
約
第

二
条
に
「
障
害
の
あ
る
特
別
な
支
援
を

要
す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
教
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
」
と
示
さ
れ
た
目
的
遂

行
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
例
年
作
成
し
て
い
る

「
特
別
支
援
学
級
担
当
者
名
簿
」
を
各

校
か
ら
電
子
デ
ー
タ
で
い
た
だ
く
こ
と

に
改
め
た
結
果
、
五
月
開
催
の
評
議
員

会
で
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
（
昨
年
度
は
十
月
に
送
付
）。

ま
た
、
新
た
に
評
議
員
会
開
催
の
旅
費

も
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
ぐ

に
改
善
で
き
る
こ
と
に
は
直
ち
に
取
り

組
み
ま
す
し
、
検
討
の
必
要
な
こ
と
は

時
間
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
り
よ
き

活
動
推
進
の
た
め
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
度

　

県
特
支
研
役
員〈

敬
称
略
〉

会　

長

　
　

毛
利　

隆
二
（
鏡
淵
小
）

副
会
長

　
　

西
山　

康
春
（
南
本
町
小
）

　
　

丸
山　
　

修
（
三
条
小
）

　
　

竹
内
淳
一
郎

 

（
新
潟
市
立
東
特
別
支
援
）

理　

事

　
　

大
野　

俊
哉
（
県
立
高
田
養
護
）

　
　

髙
澤　

誠
一
（
新
井
中
央
小
）

　
　

小
暮　

哲
郎
（
大
洲
小
）

　
　

笠
井　
　

博
（
千
手
小
）

　
　

小
野
塚
正
春
（
北
辰
小
）

　
　

真
柄　

正
幸
（
万
代
長
嶺
小
）

　
　

高
橋　

雄
一
（
小
針
小
）

　
　

片
野　
　

亨
（
光
晴
中
）

　
　

東
山　

泰
生
（
外
ケ
輪
小
）

　
　

長
谷
川
義
郎
（
新
津
第
一
小
）

　
　

高
橋　
　

晃
（
県
立
小
出
養
護
）

　
　

藤
村　
　

修

 

（
新
大
附
属
特
別
支
援
）

会
計
監
査

　
　

高
橋　
　

守
（
糸
魚
川
小
）

　
　

池
田　

清
治
（
新
町
小
）

　
　

髙
橋　
　

信
（
燕
東
小
）

〈
敬
称
略
〉

上
越
地
区

　
　

佐
藤　

真
市
（
春
日
新
田
小
）

上
越
地
区

　
　

齋
藤　

英
男
（
浦
川
原
中
）

柏
崎
・
刈
羽
地
区

　
　

荻
野　

健
一
（
松
浜
中
）

柏
崎
・
刈
羽
地
区

　
　

和
田　

英
史
（
半
田
小
）

糸
魚
川
地
区

　
　

伊
野　

啓
一
（
大
和
川
小
）

妙
高
地
区

　
　

三
田　

吉
夫
（
斐
太
北
小
）

長
岡
・
三
島
地
区

　
　

小
林　

詞
子
（
栖
吉
小
）

長
岡
・
三
島
地
区

　
　

本
間　

秀
宜
（
大
島
中
）

三
条
地
区

　
　

八
幡　

和
男
（
第
一
中
）

三
条
地
区

　
　

福
島　
　

光
（
長
沢
小
）

燕
・
弥
彦
地
区

　
　

海
藤　

英
紀
（
燕
西
小
）

加
茂
・
南
蒲
地
区

　
　

樋
口　

米
満
（
羽
生
田
小
）

見
附
地
区

　
　

栁　
　

久
雄
（
今
町
小
）

小
千
谷
地
区

　
　

金
澤　

壽
一
（
小
千
谷
中
）

十
日
町
・
中
魚
地
区

　
　

石
塚　

彰
雄
（
川
治
小
）

十
日
町
・
中
魚
地
区

　
　

桑
原　
　

正
（
津
南
小
）

魚
沼
・
川
口
地
区

　
　

笠
原　
　

正
（
広
神
西
小
）

南
魚
沼
地
区

　
　

牛
木　

善
博
（
湯
沢
中
）

新
潟
市
北
区
地
区

　
　

早
川　

幹
雄
（
葛
塚
東
小
）

新
潟
市
東
区
地
区

　
　

駿
河　

仁
志
（
木
戸
小
）

新
潟
市
中
央
区
地
区

　
　

菊
池　

秀
夫
（
紫
竹
山
小
）

新
潟
市
江
南
区
地
区

　
　

池　

典
比
古
（
亀
田
中
）

新
潟
市
秋
葉
区
地
区

　
　

齋
藤　

進
一
（
結
小
）

新
潟
市
南
区
地
区

　
　

加
藤　

文
子
（
庄
瀬
小
）

新
潟
市
西
区
地
区

　
　

片
桐　

宏
之
（
立
仏
小
）

新
潟
市
西
蒲
区
地
区

　
　

袖
山　

兼
一
（
巻
南
小
）

新
発
田
・
北
蒲
地
区

　
　

小
林　

幹
雄
（
紫
雲
寺
小
）

新
発
田
・
北
蒲
地
区

　
　

佐
藤　

秀
夫
（
蓮
野
小
）

胎
内
地
区

　
　

浮
須　

洋
子
（
き
の
と
小
）

村
上
・
岩
船
地
区
（
小
）

　
　

佐
野　

一
彦
（
金
屋
小
）

村
上
・
岩
船
地
区
（
中
）

　
　

工
藤
ひ
と
し
（
朝
日
中
）

五
泉
地
区

　
　

関　
　

暢
夫
（
五
泉
北
中
）

阿
賀
野
地
区

　
　

保
科　

徳
久
（
京
ヶ
瀬
小
）

東
蒲
原
地
区

　
　

佐
藤　

雅
（
上
条
小
）

佐
渡
地
区
（
小
）

　
　

児
玉　

勝
巳
（
加
茂
小
）

佐
渡
地
区
（
中
）

　
　

永
井　
　

学
（
真
野
中
）

県
立
新
潟
盲
学
校
（
視
）

　
　

小
西　
　

明

県
立
長
岡
聾
学
校
（
聴
）

　
　

横
田　

敏
盛

県
立
柏
崎
養
護
学
校
（
病
）

　
　

上
野　

秀
樹

県
立
上
越
養
護
学
校
（
肢
）

　
　

中
田　

俊
幸

妙
高
市
立
に
し
き
特
別
支
援
学
校（
知
）

　
　

松
岡　

義
男

平
成
二
十
二
年
度

　

県
特
支
研
評
議
員

事
務
局
長

　
　

今
井　

真
悟
（
鏡
淵
小
）

事
務
局

　
　

樋
口
由
起
子
（
鏡
淵
小
）

　
　

小
林　

幸
一
（
鏡
淵
小
）

　
　

佐
藤　
　

昇
（
鏡
淵
小
）

　
　

中
野　

祐
子
（
鏡
淵
小
）

　
　

羽
田　

英
子
（
鏡
淵
小
）

　
　

大
桃　

啓
美
（
鏡
淵
小
）

　
　

佐
藤　

育
子
（
鏡
淵
小
）

平
成
二
十
二
年
度

　

県
特
支
研
事
務
局
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◆
各
地
区
研
究
大
会
の
開
催

○
上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

柏
崎
・
刈
羽
大
会

　

期　

日　

８
月
19
日
（
木
）

　

会　

場　

 

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
「
ラ
ピ
カ
」、

　
　
　
　
　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
事
務
局　

柏
崎
市
立
大
洲
小
学
校
）

○
中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

魚
沼
大
会

　

期　

日　

10
月
５
日
（
火
）

　

会　

場　

魚
沼
市
立
広
神
西
小
学
校

　
（
事
務
局　

魚
沼
市
立
広
神
西
小
学
校
）

○
下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

新
潟
大
会

　

期　

日　

11
月
26
日
（
金
）

　

会　

場　

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

　
（
事
務
局　

新
潟
市
立
結
小
学
校
）

　
　

平
成
二
十
二
年
度

　
　
　
　

各
研
究
大
会
の
紹
介

◆
全
日
本
特
別
支
援
教
育

　
　
　
　
　

研
究
連
盟
関
係

○
第
43
回
関
東
甲
信
越
地
区
特
別
支
援

教
育
研
究
協
議
会
山
梨
大
会

テ
ー
マ

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
が

　
　

豊
か
に
生
き
る
た
め
の

 

支
援
を
め
ざ
し
て
」

　

期　

日　

８
月
６
日
（
金
）

　

会　

場　

 

う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

 （
都
留
市
）、
都
留
文
科
大

学　

他

県
内
職
員
派
遣

　

第
１
分
科
会
：

　
　

 

特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
学
校

経
営
・
校
内
体
制

　
〈
提
案
発
表
者
〉

　
　

上
越
市
立
飯
小
学
校

　
　
　

小
林　

啓
一　

校
長

　

第
11
分
科
会

　
　

各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導

 

（
日
常
生
活
・
遊
び
）

　
〈
提
案
発
表
者
〉

　
　

新
潟
県
立
高
田
養
護
学
校

　
　
　

真
島　

広
明　

教
諭

◆
各
部
の
研
修
予
定

○
知
的
障
害
部

　

日　

時　

８
月
10
日
（
金
）

　

会　

場　

 

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー

（
事
務
局
：
新
津
第
一
小
学
校
）

○
自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　

日　

時　

８
月
11
日
（
水
）

　

会　

場　

 

新
潟
市
万
代
市
民
会
館

（
事
務
局
：
長
岡
市
立
千
手
小
学
校
）

○
言
語
難
聴
部

　

日　

時　

８
月
５
日
（
木
）

　

会　

場　

 

東
京
電
力
株
式
会
社

　
　
　
　
　

柏
崎
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル

（
事
務
局：新
潟
市
立
万
代
長
嶺
小
学
校
）

○
病
虚
弱
・
肢
体
不
自
由
部
会

　

日
時
・
会
場
は
未
定

　

実
技
実
習
研
修
を
予
定

（
事
務
局
：
三
条
市
三
条
小
学
校
）

○ 

第
49
回
全
特
連
全
国
大
会
鳥
取
大
会

テ
ー
マ

　
「
自
分
ら
し
く
豊
か
に
生
き
る

　
　

－

と
も
に
つ
な
が
り
、
深
め
、

 

拓
く
特
別
支
援
教
育

－

」

　

期　

日　

10
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

29
日
（
金
）

　

会　

場　

 

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
米
子
市
文
化
ホ

ー
ル
他

　

県
内
職
員
派
遣　

な
し

　

功
労
者
表
彰

　

昨
年
度
県
特
支
研
会
長

　
　
　

吉
田　

俊
雄
氏

（
前
新
潟
市
立
養
護
学
校
長
）

を
推
薦



新潟県特別支援教育研究会平成22年６月28日 第101号 (4)

平成21年度　新潟県特別支援教育研究会　決算報告
新潟県特別支援教育研究会

１　収入の部 △は予算に対する減（単位：円）
区　　　分 予　算 決　算 比較増減（△） 摘　　　　　要

会 費 1,483,600 1,490,000 6,400 設置校（555）学級数（1004）特別支援学校本校（20）
啓 発 会 議 費 0 0 0 平成21年度新潟県啓発会議費なし
助 成 金 520,000 600,000 80,000 教育弘済会15万円　教職員厚生財団45万円
雑 収 入 758 1,229 471 利息229円、旅費の超過分返金1000円
繰 越 金 551,642 551,642 0 平成20年度より繰越

合　　　　　計 2,556,000 2,642,871 86,871

２　支出の部 △は予算に対する減　　　　　　
予　算 決　算 比較増減（△） 摘　　　　　要

Ⅰ 研 究 大 会 費 870,000 870,000 ０
１ 上 越 地 区 大 会 160,000 160,000 ０
２ 中 越 地 区 大 会 160,000 160,000 ０
３ 下 越 地 区 大 会 160,000 160,000 ０
４ 佐 渡 地 区 大 会 160,000 160,000 ０
５ 特 別 支 援 学 校 部 50,000 50,000 ０ 特別支援学校助成
６ 知 的 障 害 部 50,000 50,000 ０ 研究部研修会費
７ 言 語・ 難 聴 部 50,000 50,000 ０ 　　〃
８ 自閉症・情緒障害部 50,000 50,000 ０ 　　〃
９ 肢 体・ 病 虚 弱 部 30,000 30,000 ０ 　　〃

Ⅱ 本 部 役 員 旅 費 540,000 369,580 △ 170,420
１ 県特支研理事会旅費 100,000 88,440 △ 11,560 理事会５月と２月に開催
２ 全国大会・関ブロ提

案 発 表 者 等 派 遣 140,000 115,700 △ 24,300 本年度　埼玉大会（５名参加）　山形大会（下
越　１名参加）

３ 全国大会役員派遣 120,000 ０ △ 120,000
４ 会 長、 副 会 長、

事務局員会議旅費 150,000 116,520 △ 33,480 会長（５月東京　８月関ブロ　10月山形）副会長
（10月山形）事務局（８月関ブロ　10月山形）

５ 会 長、 副 会 長、
事務局員会議旅費 30,000 48,920 18,920 上越大会、中越大会、下越大会、佐渡大会

Ⅲ 研 究 成 果 刊 行 費 140,000 152,005 12,005
１ 会 報 80,000 90,300 10,300 会報99.100号印刷製本費
２ 通 信 ・ 運 搬 60,000 61,705 1,705 会報郵送費、ホームページ年間通信料

Ⅳ 事 務 局 費 455,000 411,767 △ 43,233
１ 通 信 ・ 運 搬 130,000 95,816 △ 34,184 郵送料、評議員の配布用封筒、振込手数料
２ 消 耗 印 刷 60,000 67,652 7,652 事務用品、用紙代
３ 会 議 50,000 36,227 △ 13,773 理事評議員会会場借り上げ代金、会計監査旅

費
４ 名 簿 作 成 費 5,000 ０ △ 5,000 特別支援学級担当者名簿記入用紙
５ 雑 費 40,000 54,888 14,888 理事会評議員会お茶代、両替手数料　県教職

員名簿　全国大会関ブロ大会集録
６ 調 査 費 10,000 2,080 △ 7,920 発達障害通級アンケート郵送代
７ 事 務 機 器 160,000 155,104 △ 4,896 ノートパソコン、データーベース「アクセス」、

Ⅴ 負 担 金 260,000 271,200 11,200
Ⅵ 振 興 基 金 積 み 立 て 100,000 100,000 ０ 次回関ブロ大会運営のための積み立て
Ⅶ 啓 発 会 議 費 ０ ０ ０
Ⅷ 予 備 費 191,000 ０ △ 191,000

合　　　　　計 2,556,000 2,174,552 △ 381,448

３　残高の部
　　　2,642,871円?2,174,552円＝468,319円
　　　残金468,319円は次年度に繰り越します。　　　　　　上記の通り報告いたします。


